
農協名：花巻農業協同組合（北上地域）

農薬の商品名
主成分を示す一般的名称

（農薬の種類名）
成分数

イプコナゾール 1

無機銅 0 カウントなし

いもち病 殺虫剤 シアントラニリプロール 1

初期病害虫 殺菌剤 イソチアニル 1

フェンキノトリオン 1

プロピリスルフロン 1

バサグラン ベンタゾン 1

穂いもち 殺菌剤 ゴウケツ トルプロカルブ 1

カメムシ 殺虫剤 スタークル ジノテフラン 1

8

使用成分回数８成分 ５割減

化学肥料名
（登録名称又は届出名称）

窒素成分量
kg/10a当

窒素成分量
kg/10a当

窒素成分量
kg/10a当

窒素成分量
kg/10a当

配合肥料 0.05 0.05

配合肥料 0.07 0.07

基肥 配合肥料 3.00 3.00

基肥 配合肥料 3.00 3.00

追肥 配合肥料 0.50 0.50

3.55 3.57 3.05 3.07

※使用された化学肥料の異なる上記４種類の米が混合する場合があります。 ① ② ③ ④

使用窒素成分量　　４ｋｇ ５割減

栽培責任者名： 所在地：岩手県北上市流通センター１９－３３ TEL：0197-71-1332

確認責任者名： 花巻農業協同組合営農部 所在地：岩手県花巻市野田３１６－１ TEL：0198-22-6150

合　計

化学肥料（窒素成分）慣行レベル８ｋｇ

花巻農業協同組合北上地域営農グループ米穀課

育苗期 育苗
いなほくみあい粒状夢培土ゼオライト入り

三研中成苗用培土ネオ銀河

本田期

愛農土有機入り５０基肥タイプ

愛農土有機入り５０一発タイプ

有機入り追肥１０

備　　考　
化学肥料商品名

本田期

雑草 除草剤

ゼータプラス
（1キロ粒剤・フロアブル・ジャンボ・

200FG）

合　計

節減対象農薬慣行栽培使用基準１６成分

栽培における化学肥料（窒素成分）使用状況

使用時期 用途
化学肥料（窒素成分）使用状況

種子消毒 細菌病等 殺菌剤 テクリードＣフロアブル

移植期 スタウトパディート箱粒剤

【令和５年産】
品種名：ひとめぼれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栽培における節減対象農薬使用状況

使用時期 対象病害虫 用途

節減対象農薬使用状況

備　　考　



【令和4年産】

品種名䠖ひとめぼれ
農協名䠖花巻農業協同組合䠄北上地域䠅

節減対象農薬使用状況

農薬の商品名
主成分を示す一般的名称

䠄農薬の種類名䠅
成分数

種子消毒 細菌病等 殺菌剤 タ䝣䝤䝻ック䠯䠬 タ䝷䝻䝬イセス　䝣䝷䝞ス 0 カウ䞁䝖なし

いもち病 殺虫剤 シア䞁䝖䝷䝙䝸䝥䝻䞊䝹 1

初期病害虫 殺菌剤 イソチア䝙䝹 1

䝢䝷ク䝻䝙䝹 1

䝥䝻䝢䝸ス䝹䝣䝻䞁 1

䝤䝻䝰䝤チ䝗 1

䝞サグ䝷䞁 䝧䞁タゾ䞁 1

穂いもち 殺菌剤 コ䝷䝖ッ䝥 䝢䝻キ䝻䞁 1

カ䝯䝮シ 殺虫剤 スタ䞊ク䝹 ジ䝜䝔䝣䝷䞁 1
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使用成分回数䠔成分 䠑割減

化学肥料名
䠄登録名称又は届出名称䠅

配合肥料 0.05 0.05

配合肥料 0.07 0.07

基肥 配合肥料 3.00 3.00

基肥 配合肥料 3.00 3.00

追肥 配合肥料 0.50 0.50

3.55 3.57 3.05 3.07

※使用された化学肥料の異なる上記䠐種類の米が混合する場合があります。 ① ② ③ ④

使用窒素成分量3.57䡇䡃 䠑割減

栽培責任者名䠖 所在地䠖岩手県北上市流通セ䞁タ䞊䠍䠕䠉䠏䠏 TEL䠖0197-71-1332

確認責任者名䠖 花巻農業協同組合営農部 所在地䠖岩手県花巻市野田䠏䠍䠒䠉䠍 TEL䠖0198-22-6150

合　計

化学肥料䠄窒素成分䠅慣行䝺䝧䝹䠔䡇䡃

花巻農業協同組合北上地域営農グ䝹䞊䝥米穀課

本田期

愛農土有機入り䠑䠌基肥タイ䝥

愛農土有機入り䠑䠌一発タイ䝥

有機入り追肥䠍䠌

化学肥料商品名

育苗期 育苗
いなほくみあい粒状夢培土ゼオ䝷イ䝖入り

三研中成苗用培土䝛オ銀河

使用時期 用途
化学肥料䠄窒素成分䠅使用状況

備　　考　窒素成分量
kg/10a当

合　計

節減対象農薬慣行栽培使用基準䠍䠒成分

栽培における化学肥料䠄窒素成分䠅使用状況

移植期 スタウ䝖䝟䝕ィ䞊䝖箱粒剤

本田期

雑草 除草剤

アッ䝟䝺䠶
䠄1キ䝻粒剤䞉䝣䝻ア䝤䝹䞉ジ䝱䞁䝪䞉400FG䠅

備　　考　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栽培における節減対象農薬使用状況

使用時期 対象病害虫 用途




